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環境エネルギーを使用する情報通信機器の組込みプロセッサアーキテクチャとOS制御
による最適エネルギー管理技術の開発
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ビッグデータを活用して社会的諸問題を解決する
技術の研究が高い注目を集めている。ビッグデー
タを構築するためには世界中のありとあらゆる場
所から常時情報を収集するための仕組みが重要
となる。また、ビッグデータをいつでもどこでも利
用するためには、バッテリレスで動作する無線ネッ
トワーク機器が重要である。

高性能と低電力を両立させるマルチコア
プロセッサの開発
高速動作と低電力動作を瞬時に切り替えて動作
するプロセッサを開発した。従来から状況に応じて
高速動作と低電力動作を切り替えるプロセッサが
実用化されていたが、切り替えに大きな時間とエネ
ルギーを要するため、きめ細かな切り替えが困難で
あった。本研究はこの切り替えオーバーヘッドを約
2桁低減し、プロセッサの平均消費電力を従来型
より約30%削減することに成功した。

高いエネルギー効率を達成する環境発電
システムの開発
コンピュータが安定した電源電圧を利用するため
に太陽電池やバッテリなどの電力源の出力電圧を
一定電圧に変換する電圧コンバータが必要であ
る。従来はこの電圧変換の過程で全消費電力の
10% 〜 40%が消費されていた。本研究は、太陽
電池セルを複数用意しその直並列接続数を状況
に応じて切り替えることによりこの電圧変換に伴う
電力損失を半分以下に削減することに成功した。太陽光や風力あるいは潮力などの環境から取り

入れた自然エネルギーのみで持続動作するコン
ピュータシステムの開発と実証を目的とする。情
報通信機器の単なる省エネルギー化ではなく、発
電所からの安定した電力が行き届かない場所で
も自律動作可能な完全無線コンピュータシステ
ムを構築する点が本研究の特色である。
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本研究課題では、小規模の情報通信機器を
対象としているが、１）高性能・低電力プロ
セッサシステム、２）高効率環境発電技術、
および３）これらの統合的電力管理技術、は

いずれもデータセンタおよび家庭やビル全体
の低炭素化を実現する技術へ展開可能であ
る。今後はより大規模なシステムの低炭素化
技術の確立を目指す。

細粒度モード切り替えの実現


